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加飾テクノリサーチ
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オートモーティブワールド 名古屋２０２２の概要

１．全体概要
・期日：２０２２／１０／２６～１０／２８
・会場：ポートメッセなごや
・出展社・団体数はオートモティブワールドのみで約２６６社の規模である
・入場者数：31,832（全展示会）

２．ブース訪問
・１８＋１社を訪問、下記に関する情報を収集した。（２０１９年は４７社）

（分類の異なる出展は、分類毎に計算、２０２２年は１社のみ重複）
１）加飾技術（Heat ＆ Ｃoolを含む） ８社（２０１９年は１４社）
２）CFRTP等繊維複合材料関係 ３社（２０１９年は２１社）
３）その他 ７＋１社 （２０１９年は１２社）

（内２社は３Dプリント関係）

＊今回は、以前のように、精力的に訪問することはせず、重点を絞って
訪問したが、実際にも、小生が訪問対象とする出展社は少なかった。

加飾テクノリサーチ
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加飾技術関係のまとめ－１

１．加飾全体では８社の展示があった。
２．めっき関係は、塚田理研、柿本工業、白金鍍金の樹脂めっき主要３社が出展。

他に、マクダミッドも展示。自動車の軽量化関係で、樹脂めっきの範囲が広がっ
ており、各社新しい開発・展開展開を積極的に行っている。
環境問題からの“めっき代替”は、ほとんど行われていないように思われた。

３．フィルム加飾は、マクダミッド、セイコーアドバンスの２社のみ。
４．着色関係（モールドインカラー）は、ユニチカ１社で、２種類の樹脂で、塗装レス

の展開を推進している。
５．デジタルシボ関係はなし。
６．金型表面高品位成形は、山下電気１社のみ。
７．塗装は、白金鍍金が部分出展。

加飾テクノリサーチ
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加飾以外のまとめ

１．複合材料関係はかなりの展示があったが、東洋紡、アルメディオの２社のみを
訪問した。アルメディオはカーボンナノ・マイクロファイバーを展示した。

２．自動車部品関係はシミズ工業、東海理化の２社のみを訪問した。
３．その他の樹脂成形メーカーは、樹研工業、大和化学の２社のみ訪問した。

シミズ工業では、新しい技術開発を進めている一方で、筆者が50年ほど前に
開発に協力した製品がまだ展示対象になっているのに驚いた。

４．３Dプリンター関係は、丸紅情報システムとFormalsの２社を訪問した。

StrasysのPolyjet方式は、液状樹脂を吹付け積層し、UVで硬化する方式で、表
面のカラー装飾も可能で、加飾としての展開が期待される。
Formlabsの粉末焼結は、サポートなしで、成形品を多段に積み上げていき、
複雑形状、中空状のもの等を多数個造形可能で注目される。

加飾テクノリサーチ



分類 会社名 展示品 内容
加飾関係 塚田理研 めっき＋イオンプレーテイング＊ Crめっき上にTiNでゴールド、硬さ、耐摩耗、耐食性等良好、その他の色も
（めっき） イオンプレーテイングによる装飾品＊ シボ成形品にイオンプレーテイングで、多色キラキラ品

放熱めっき　　　　　　　　　　　＊ 高熱伝導めっきで金属代替、軽量化実現
シールドめっき　　　　　　　　　＊ 反射・吸収を両立した電磁波遮蔽
３Dプリンター品への本格めっき　＊ 表面外観は、改良されない
その他各種めっき プリント配線板へのNi-Auめっき、抗菌めっき、マスキングめっき等

柿原工業 ３価クロムスーパーダークめっき　＊ 樹脂めっき業界トップクラスの黒味を帯びたダーク調３価クロムめっき
プラチナサテンチタニウムめっき　＊ 塗装、フィルムではまねのできない質感の高いメタリック調を有し、３価を組合わせためっき
耐汚染、耐指紋性に優れた撥水コートめっき＊ 油性インクの表面付着防止、付着したインクはは、拭き取ることができる
レーザーを用いた選択めっき　　＊ レーザー描画を実施した部分を選択的にめっき
各種めっき　　　　　　　　　　＊ ２色成形による部分めき、過マンガン酸水溶液によるエッエッチングなど

乾式めっき　　　　　　　　　　＊
金属調で電波透過性、絶縁性を両立。クロムPVD成膜の微細クラックで、インジウム
なし透過。乾式めきは本格的な外装部品には、耐久性でNG

白金鍍金 樹脂めっき　　　　　　　　　　＊ 自動車部品等のプラスチックめっき。ハイレベルでのダーク３価めっきも開発済。
樹脂塗装　　　　　　　　　　　＊ 自動車部品等への直接塗装、めっき上への塗装。金属調塗装は、クラックな等で、不適

加飾テクノリサーチ

加飾関係の主要展示ー１



分類 会社名 展示品 内容
加飾関係 マクダミッド 自動車用フィルム　　　　　　　＊ PCフィルムに印刷、トップコート。裏面にプリント配線印刷も。成形はTOM等。
（その他） ３価クロムめっき　　　　　　　＊ ６価クロム同等品まで３価クロムまで実現。

セイコーアドバンス ハーフミラーインキ印刷フィルム成形品＊ 裏にメタリックインキ、非透過部に黒印刷したフィルムをインサートしてTOM成形
バイオマスインキ、生分解インキ、他 バイオマス度３０％以上のバイオマス、１００％性分解樹脂使用インキ、その他各種

ユニチカ 原着樹脂で塗装レス成形品　　　＊
層状ケイ酸充填ナノコンポジットナイロンメタリック、ピアノブラッｯｸで、塗装レス
成形部品。傷つき改良品も開発。

無塗装ピアノブラック　　　　　＊ ポリアリレート樹脂＋特殊ポリエステルで、無塗装化を実現したFUNシリーズ開発
低CO２ポリアミド樹脂 ケミカルリサイクルPA６、バイオマス高耐熱PA10 Xecotで、CO 2削減。
放熱PA樹脂　　　　　　　　　＊ 導電タイプと絶縁タイプがある。像電タイプは世界最高の熱伝導率。

山下電気 H&Cシステム「Y-HeaT」　　　 ＊ 全行程で、任意の場所の温度をコントロールできるH&C。反り防止にも有効。
三琇プレシジョン 小型精密射出成形品、異種材⼀体成形品等＊ 小型精密射出成形品、異種材⼀体成形品、2色成形品、レーザーによる塗膜部分剥離

加飾テクノリサーチ

加飾関係の主要展示ー２



加飾テクノリサーチ

分類 会社名 展示品 内容
複合材料・ 高木化学研究所 高い熱伝導率を持つ放熱樹脂 高分子と熱伝導性フィラーの微細構造制御により、高い熱伝導率を持つ放熱樹脂

日東紡績 GF、GF複合材料　　　　　　　＊ グラスファイバー,GF, GF/ナイロン等のマット。マットインサート成形品
アルメデイオ カーボンナノ､マイクロファイバー 導電用、補強用カーボンナノおよびマイクロファイバー

自動車部品 シミズ工業 自動車用樹脂成形部品　　　　　＊
配線インサート成形、金属プレス品インサート電磁波シールド品、ＰＵＦインサート
成形ダンパー（ＳＹＳＴＥＸ）

東海理化 ヒューマン・インターフェイス部品 ヒューマン・インターフェイス部品
樹脂成形 樹研工業 精密金型・射出成形　　　　　　＊ 精密金型、射出成形によるレンズアレ－、フレネルレンズ、超小物部品など

大和化学 中空成形・真空成形・射出成形品＊ 中空成形・真空成形・射出成形の３種の成形を内作で。フッ素樹脂のブロー成形も
その他 静電社電子工業 溶着、切断装置

複合材量、自動車部品、樹脂成形関係の主要展示



分類 会社名 展示品 内容
３D
ﾌﾟﾘﾝﾀｰ

丸紅情報システムズ ３Dプリンター　　　　　　　　＊
StratasysのPolyjet方式、FDM方式、DLP方式、Desktop Metalの金属３D。Polyjet
方式は、液状樹脂を吹付け積層し、UVで硬化する方式で、表面のカラー装飾も可能

Formlabs ３Dプリンター　　　　　　　　＊
粉末焼結積層、光造形等。粉末焼結は、サポートなしで、成形品を多段に積み上げて
いき、複雑なもの、中空状のもの等を多数個造形可能。

加飾テクノリサーチ

３Dプリント関係の主要展示
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加飾関係

加飾テクノリサーチ



めっき＋イオンプレーテイング

塚田理研ー１

イオンプレーテイングの金属、膜厚を変えることで、各種カラー。

ゴールドはAuめっきより、品質がはるかに良好

イオンプレーテイング

シボ成形品にイオンプレーテイングで、多色キラキラ品

加飾テクノリサーチ



塚田理研ー２
電磁波シールドめっき
EVやPHVなどの新エネルギー車等の軽量化用途にも適用が拡がっている

加飾テクノリサーチ



放熱めっき

熱伝導＋放射＝放熱効果

塚田理研ー３
加飾テクノリサーチ



３Dプリントにめっき

表面外観は、改良されない

２色成形品へのめっきでも部分めっき可能である
が、TPマスク法では、マスキングが残らず、⼀
体成型が可能

部分めっき

塚田理研ー４
加飾テクノリサーチ



柿原工業ー１
３価クロムスーパーダークめっき
樹脂めっき業界トップクラスの黒味を帯びた
ダーク調３価クロムめっき

塗装、フィルムではまねのできな
い質感の高いメタリック調を有し、
高級感や深みのある３価クロムを
組合わせためっき

プラチナサテンチタニウムめっき

加飾テクノリサーチ



柿原工業ー２
耐汚染、耐指紋性に優れた撥水コートめっき

レーザーを用いた選択めっき

加飾テクノリサーチ



柿原工業ー３
乾式めっき

金属調で電波透過性、絶縁性を両立。クロムPVD成膜の微細クラックで、インジウムなし透過。
（乾式めっきは本格的な外装部品には、耐久性でNG）

加飾テクノリサーチ



白金鍍金
樹脂めっき

樹脂めっき上に塗装

加飾テクノリサーチ



マクダミッド
３価クロムめっきＰＣ加飾フィルム（トップコート/PC/裏面印刷

裏面に回路印刷

６価クロムと同等のも
のまで開発

加飾テクノリサーチ

現在は、内装用のみ。外装は検討中



セイコーアドバンス

ハーフミラーインキ印刷フィルム

裏にメタリックインキ、非透過部に黒印刷したフィルムをインサートしてTOM成形

バイオマスインキ、生分解インキ、他

バイオマス度３０％以上のバイオマス、１００％性分解樹脂使用インキ、その他各種

加飾テクノリサーチ



ユニチカー１ー１
層状ケイ酸充填ナノコンポジットナイロン原着樹脂（塗装レス）

加飾テクノリサーチ



ユニチカー１ー２
層状ケイ酸充填ナノコンポジットナイロン原着樹脂（塗装レス）の高機能化

加飾テクノリサーチ



ユニチカー２
無塗装ピアノブラック
ポリアリレート樹脂＋特殊ポリエステルで、無塗装化を実現したFUNシリーズ開発

加飾テクノリサーチ



ユニチカー３
低CO２ポリアミド樹脂
ケミカルリサイクルPA６、バイオマス高耐熱PA10 Xecotで、CO2削減。

加飾テクノリサーチ



放熱PA樹脂
ユニチカー４

導電タイプと絶縁タイプがある。像電タイプは世界最高の熱伝導率。

用途例
電導タイプ 絶縁タイプ

加飾テクノリサーチ



山下電気
H&Cシステム「Y-HeaT」

全行程で、任意の場所の温度をコントロールできるH&C。反り防止にも有効。

Y-EAT工程図 金型断面図

加飾テクノリサーチ



三琇プレシジョン

スピーカーコーン（0.08mm）
レーザーによる塗膜部分剝離

加飾テクノリサーチ
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複合材料・自動車部品・
樹脂成形など

加飾テクノリサーチ



日東紡績

グラスファイバー,GF, GF/ナイロン等のマット。マットインサート成形品

GF、GF複合材料

加飾テクノリサーチ



アルメデイオ
カーボンナノ､マイクロファイバー

導電用、補強用カーボンナノおよびマイクロファイバー

アルメディオのCNF（カーボンナノファイバー）は、直径200-800nm、長さ1-20nmで、高濃度の添
加も容易。高濃度添加で、電器・熱伝導度、強度・弾性、摺動性、遮蔽性のアップが可能で、金属
代替が可能

加飾テクノリサーチ



シミズ工業ー１

金属プレス加工品
インサート成形

シミズ工業/大倉工業/ナミックス共同開発

電磁波シールド⼀体成形 導電ペースト回路形成PBTフィルム⼀体成形

加飾テクノリサーチ



シミズ工業ー２

PUF/樹脂⼀体成形（SYSTEX） エラストマー/樹脂２色成形

加飾テクノリサーチ



樹研工業
精密射出成形 精密金型、射出成形によるレンズアレ－、フレネルレンズ、超小物部品など

加飾テクノリサーチ



大和化学

中空成形・真空成形・射出成形の３種の成形を内作でフッ素樹脂のブロー成形、３Dプリンターも。

中空成形・真空成形・射出成形

加飾テクノリサーチ
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３Dプリント

加飾テクノリサーチ



丸紅情報システムズー１
Stratasys Polyjet方式 液状の光硬化樹脂をドットで吹き付け、積層と同時にULランプで露光。

最小積層厚み0.014mmで、滑らかな表面を持つ造形が可能

加飾テクノリサーチ

表面は十分に滑らかとは言えないが、加飾としての展開が期待される

別途入手資料



丸紅情報システムズー２

Stratasys FDM方式

Stratasys DLP方式

熱可塑性樹脂を溶融、積層。寸法精度に優れた造形が可能

液状の光硬化樹脂を⼀括面露光して
高速造形。細かなパーツ制作に適し
ており、滑らかな表面が可能。

加飾テクノリサーチ



丸紅情報システムズー３
Desktop Metal Stadio システム

金属粉末と熱可塑性バインダーを混合した材料を加熱して、吐出、積層する
方式

加飾テクノリサーチ



Formlabs
Fuse１ 粉末焼結積層造形 Fuse３ 光造形

PA,PA＋GF,CF 多段積み
上げ 小さいものなら５０
段、２０分

加飾テクノリサーチ
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